
2
0
1
0
年
度　
　

I
G
E
S

-

E
M
E
C
S

-

A
P
N
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

報 

告 

書

財
団
法
人
地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
関
西
研
究
セ
ン
タ
ー

2010年度

IGES-EMECS-APNシンポジウム

「気候変動と沿岸域管理」
～適応策を考慮した沿岸域統合管理に向けて～

報告書
財団法人地球環境戦略研究機関(IGES)　関西研究センター

〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2　人と防災未来センター東館４階

TEL: 078-262-6634  FAX: 078-262-6635

E-mail: kansai@iges.or.jp

財団法人国際エメックスセンター

〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通１丁目5-2　人と防災未来センター東館5F

TEL:078-252-0234 FAX:078-252-0404 

E-mail: secret@emecs.or.jp

 

APN事務局

〒651-0073　兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2人と防災未来センター東館4F

Tel:078-230-8017　Fax: 078-230-8018 

E-mail:info@apn-gcr.org  



閉鎖性海域や沿岸域は、古来その自然的特徴や豊かな生態系により、人びとの活動の場
となり、文化を育むなど人類に多大の恩恵をもたらせてきました。しかしながら、近年海面
上昇や台風等の自然の力の増大など気候変動の影響が顕著になってきており、沿岸域は
これらの影響を最も受けやすい地域となっています。このため、気候変動に対する取組と
して、地方や国レベルから国際的にも、緩和策のみならず適応策の重要性が指摘され、そ
の検討が進められています。また、アジア地域に代表されるように、沿岸域は人口の集中
する地域であり、今後もその傾向は顕著になると見込まれています。
この様な背景から、沿岸域管理は、環境、防災、利用等について沿岸の陸域、海域を一体
的にとらえたものとして、また直接的な人為影響のみならず気候変動による影響も考慮し
ていくことが必要と考えられることから、気候変動への適応策を考慮した沿岸域統合管理
のあり方についてシンポジウムを開催することといたしました。

趣旨趣旨

プログラムプログラム

基調講演Ⅰ

竹本 明生

東京大学サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）特任研究員

「気候変動問題と適応策に関する国際的動向」

基調講演Ⅱ

磯部 雅彦

東京大学 副学長

「気候変動の影響と適応策に基づく沿岸域管理のあり方」

13:40 

開会挨拶

井戸 敏三 兵庫県知事、（財）国際エメックスセンター理事長

13:30

パネルディスカッション

コーディネーター

渡辺 正孝

慶應義塾大学政策メディア研究科教授、（財）国際エメックスセンター科学・
政策委員長 、UNEPアジア太平洋適応ネットワーク議長

パネリスト

磯部 雅彦

東京大学 副学長

松田 治

広島大学名誉教授、瀬戸内海研究会議会長

岡 二三生

人と防災未来センター上級研究員、京都大学教授

田畑 日出男

いであ株式会社代表取締役会長兼社長

15:15 －
16:30

休憩15:00-15:15
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